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無聖　79号〈2〉

会長挨拶

「一味同心」〜新たな時代に向かって〜
第26期会長 清凉寺 副住職　神 作  紹 道

　
こ
の
度
、
宮
城
県
曹
洞
宗
青
年
会
（
以
下
、
宮
曹
青
）

第
二
十
六
期
会
長
の
大
任
を
拝
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
仙

台
市 

清
凉
寺 

神
作
紹
道
で
す
。

　
お
陰
様
に
て
、
昨
年
（
平
成
三
十
年
）
に
宮
曹
青
は
、

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
昭
和

四
十
四
年
に
、
熱
き
想
い
と
決
意
を
胸
に
県
内
諸
老
師
が

結
集
さ
れ
宮
城
県
曹
洞
宗
青
年
会
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
目
的
を
「
会
員
相
互
の
研
修
と
親
睦
を
図
る
と
共
に

布
教
教
化
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
」
と
定
め
、
歴
代
の
会

員
の
方
々
が
脈
々
と
そ
の
志
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
活
動
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
半
世
紀
の
歴
史
に
感
謝
と
敬
意
を
覚
え

ま
す
。
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
宮
曹
青
を
代
表
す
る
立
場

に
な
り
ま
し
た
事
に
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
、
誠
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

［
今
期
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
運
営
方
針
］

　
さ
て
、
第
二
十
六
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
一
味
同
心
〜

新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て
〜
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
「
一
味
同
心
」
と
い
う
言
葉
は
、
道
元
禅
師
の

法
灯
を
受
け
継
い
だ
瑩
山
禅
師
が
「
洞
谷
山
尽
未
来
際
置

文
」
に
残
さ
れ
た
言
葉
で
す
。
「
出
家
、
諸
門
弟
等
、
一

味
同
心
に
し
て
当
山
を
も
っ
て
一
大
事
と
為
し
、
ひ
と
え

に
五
老
峯
を
崇
拝
せ
よ
」
と
教
示
さ
れ
、
時
代
が
変
遷
し

て
も
志
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
手
を
取
合
い
、
難
値
難
遇

有
り
と
も
和
合
和
睦
を
も
っ
て
永
光
寺
を
護
持
し
て
い
き

な
さ
い
と
お
示
し
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
私
は
こ
の
言
葉
に
倣
い
、
会
員
の
方
々
と
一
味
同
心
に

し
て
宮
曹
青
を
想
い
、
歴
代
祖
師
、
先
輩
諸
老
師
の
教
え

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
当
会
の
目
的
を
遂
げ
る
た
め
、
共

に
歩
み
を
進
め
、
宮
曹
青
を
さ
ら
な
る
発
展
、
そ
し
て
次

代
に
つ
な
げ
た
い
所
存
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要

か
。
そ
れ
は
、
仏
道
に
さ
ら
に
精
進
し
、
御
仏
の
教
え
を

お
伝
え
す
る
こ
と
、
全
て
の
方
々
が
心
穏
や
か
に
生
き
て

い
け
る
よ
う
願
い
、
活
動
す
る
こ
と
で
す
。

　
創
立
よ
り
半
世
紀
を
経
た
宮
曹
青
は
、
今
で
は
平
成
生

ま
れ
の
方
が
多
く
活
躍
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
被
災
し
た
地
域
は
五
里
霧
中

の
生
活
の
中
で
も
町
の
様
子
は
刻
々
と
変
化
を
遂
げ
て
い

ま
す
。
首
都
圏
で
は
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
町
が
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成

か
ら
令
和
へ
移
り
変
わ
っ
た
二
〇
一
九
年
、
第
二
十
六
期

は
多
く
の
変
化
の
中
を
、
宮
曹
青
の
新
た
な
五
十
年
に
向

け
て
歩
み
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
時
に
は
、
困
難
に
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
新

た
な
時
代
に
向
か
っ
て
、
守
る
べ
き
も
の
を
守
り
、
し
か

し
な
が
ら
変
化
を
恐
れ
ず
、
第
二
十
六
期
は
、
一
味
同
心

に
邁
進
し
て
参
り
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」
に
つ
い
て

　
宮
曹
青
が
主
管
す
る
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
期
第
二
十
六
期
中
に
も

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
新
校
舎
贈
呈
の
予
定
で
あ
り
ま
し
て
、

校
舎
贈
呈
は
通
算
で
二
十
校
目
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
協
力
関
係
団
体
で
あ
り
ま
す
シ
ャ
ン
テ
ィ

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
対
し

て
単
独
の
団
体
が
三
十
年
近
く
に
渡
り
継
続
し
て
校
舎
贈

呈
を
す
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
り
、
誇
る
べ
き
業
績
で

あ
る
と
の
事
で
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
で
は
、
バ
ザ
ー
活
動
に
始
ま
り
、
書
き
損
じ
は

が
き
・
未
使
用
切
手
収
集
活
動
や
、
ク
ラ
フ
ト
販
売
、
カ

レ
ン
ダ
ー
作
成
販
売
、
写
経
用
紙
作
成
販
売
、
各
種
行
事

に
赴
い
て
の
募
金
活
動
な
ど
非
常
に
多
く
の
情
熱
を
持
っ

て
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
学
校
建
設
資
金
を
捻
出
し
て
い
ま

す
。
継
続
は
力
な
り
の
言
葉
の
ご
と
く
、
ま
さ
に
布
施
行

の
継
続
を
通
し
て
、
檀
信
徒
の
方
々
や
一
般
の
方
々
に
も

仏
道
に
精
進
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
布
教
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
も
こ
の
三
十
年
間
に
経
済
発
展
を

遂
げ
、
物
価
上
昇
に
よ
り
学
校
建
設
資
金
の
高
騰
が
進
ん

で
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
今
後
も
継
続
し
て
活
動
し
て

参
り
た
い
所
存
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
二
年
に
一
校

を
贈
呈
し
て
い
る
と
い
う
現
在
の
ペ
ー
ス
が
保
て
な
く
な

る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
活
動
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
教

育
支
援
活
動
が
継
続
で
き
ま
す
よ
う
皆
様
の
益
々
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に

　
参
学
弁
道
の
方
法
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
自
身
の
経

験
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
僧
堂
安
居
を
終
え
て
か
ら
自

分
の
見
聞
を
広
げ
て
く
れ
た
の
は
宮
曹
青
で
し
た
。
宮
曹

青
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
今
の
自
分

を
作
っ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
そ
こ
で
は
多
く
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
繋
が
り
が
で
き

ま
し
た
。

　
人
と
人
の
繋
が
り
は
自
然
と
で
き
る
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
活
か
す
こ
と
で
変

わ
っ
て
く
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
是
非
、
多
く
の
方
に

宮
曹
青
の
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
色
々
な
人
や
事
柄

に
触
れ
合
い
出
会
い
、
広
が
る
繋
が
り
や
見
識
を
「
一
味

同
心
」
の
思
い
の
下
に
分
か
ち
合
っ
て
参
り
た
い
所
存
で

す
。

　
末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
各
御
寺
院
様
、
会
員
の
皆
様
、

並
び
に
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
宮
曹
青
へ
の

益
々
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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令
和
元
年
七
月
十
七
日（
水
）、岩
手
県
正
法
寺
様
を
会
場

に
今
年
度
第
一
回
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
会
で
は
、我
々
宗
侶
の
根
幹
を
培
っ
た
僧
堂
修
行

の
実
践
を
日
常
に
お
け
る
布
教
活
動
に
い
か
に
し
て
工
夫

活
用
し
て
い
く
べ
き
か
を
参
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し

た
。そ
こ
で
こ
の
度
、講
師
を
県
内
に
お
迎
え
す
る
の
で
は
な

く
、私
達
が
修
行
道
場
に
実
際
に
赴
く
形
で
の
研
修
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、遠
方
に
も
関
わ
ら
ず
五
十
名
の
会
員
諸
師
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。各
自
現
地
に
集
合
の
後
、正
法

寺
御
住
職
盛
田
正
孝
老
師
は
じ
め
山
内
役
寮
諸
老
師
ご
随

喜
の
中
、拝
登
諷
経
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。記

念
撮
影
後
、開
山
堂
に
て
焼
香
参
拝
、諸
堂
拝
観
を
し
な
が

ら
正
法
寺
様
の
現
状
や
普
段
の
行
持
の
つ
と
め
方
を
丁
寧
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、僧
堂
の
内
外
の
単
を
開
放
し
て
い
た
だ
き
坐
禅

実
修
と
な
り
ま
し
た
。一炷
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、か
つ
て
第
三
の
本
山
と
さ
れ
た
歴
史
あ
る

道
場
に
身
を
置
き
、心
静
か
に
坐
れ
ま
し
た
こ
と
は
、貴
重

な
体
験
で
あ
る
だ
け
で
な
く
参
加
者
各
々
の
初
心
を
思
い

返
す
機
縁
と
な
り
ま
し
た
。

　
昼
食
を
終
え
て
午
後
、山
主
老
師
よ
り
、「
弁
道
か
ら
布

教
」を
テ
ー
マ
に
ご
法
話
を
賜
り
ま
し
た
。ご
法
話
の
中
で
、

「
教
化
衆
生
」た
る
布
教
活
動
に
は
、常
に
話
す
側
の
自
己

の
修
行
の
在
り
方
で
あ
る「
勤
求
菩
提
」が
問
わ
れ
る
、と
い

う
ご
教
示
に
参
加
者
各
々
が
深
く
感
銘
を
受
け
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。自
身
が
経
験
し
た
修
行
を
布
教
の
活
用
手
段

と
す
る
の
で
は
な
く
、教
え
を
布し

く
に
は
そ
れ
に
足
る
自
己

の
研
鑽
、参
禅
弁
道
の
裏
付
け
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
事
を

学
び
得
た
事
が
本
研
修
会
の
成
果
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

な
お
、第
二
回
研
修
会
は
十一月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

［
研
修
委
員
長　
渡 

邊 

桂 

堂
］

令和元年度第一回研修会報告



〈5〉無聖　79号

平成30年度　事業報告（関連事業も含む）

月　日 事　　　項 場　　　所 備　考　1 備　考　2
平成30年

4月6日
4月10日

仝
4月20日
6月6日

6月20日
仝

7月1日
7月4日

7月11日
7月19日
8月5日

8月15日
8月20日
9月10日
9月18日
10月4日

10月15日
仝

11月21日
仝

11月30日
12月11日

12月12～14日
12月19日

平成31年
1月23～25日

2月20日
　　　　仝
　　　　仝

2月25～26日
2月27～3月1日

3月8日
3月11日
3月14日

　　　　仝
3月31日

監査会
役員会①理事会①
50周年記念事業運営委員会①
定例総会
ソフトボール大会
役員会②理事会②
50周年記念事業運営委員会②
サンタピアップみやぎボランティア会定例総会
第1回研修会
檀信徒集会
平成30年７月豪雨支援募金活動
傾聴行茶活動「仏一息」
終戦行持「戦災慰霊供養・平和祈念の鐘」
会報「無聖」77号発行
カンボジア教育支援チャリティバザー
北海道胆振東部地震支援募金活動
県梅花流奉詠大会
役員会③理事会③
50周年事業運営委員会③
50周年事業運営委員会④
サンタピカレンダー作務
50周年記念式典・記念講演会
役員会④理事会④
カンボジアフェア
年次総会・忘年会

カンボジアフェア
会員大会　第１部　鈴木岩弓先生講演会　 
会員大会　第２部　ボウリング大会
会員大会　第３部　懇親会
ハガキリサイクルキャンペーン
移動研修会
傾聴行茶活動「仏一息」
東日本大震災慰霊行脚
役員会⑤理事会⑤
50周年事業運営委員会⑤
会報「無聖」78号発行

安養寺（仙台市）
洞雲寺（仙台市）
　　　仝
ホテルニュー水戸屋（仙台市）
仙台市海岸公園野球場
洞雲寺（仙台市）
　　　仝
国分尼寺(仙台市)
林香院（仙台市）
仙台サンプラザ
仙台市東二番町通り
志津川中央復興住宅集会所
県内御寺院
洞雲寺（仙台市）
富谷市成田公民館
仙台市東二番町通り
仙台サンプラザ
洞雲寺（仙台市）
　　　仝
　　　仝
　　　仝
仙台サンプラザ
洞雲寺（仙台市）
ＳＥＬＶＡ（仙台市）
ホテルグランテラス仙台国分町

藤崎
ホテルグランテラス仙台国分町
ボウルサンシャイン
ホテルグランテラス仙台国分町
満興寺（仙台市）
徳島・愛媛・香川
志津川中央復興住宅集会所
石巻市大川地区・旧大川小
洞雲寺（仙台市）
　　　仝

来場者210名

正・特別会員
正・特別会員
正・特別会員

県内外青年会

50名参加
313名参加

31名参加
39名参加

23名参加
14名参加

11名参加
前日準備併せて156名参加
25名参加
前日準備併せて17名参加

132名参加

延べ48名出席
55名参加

58名参加
72名出席
83名出席
92名出席
延べ39名出席
18名参加
11名参加
35名参加

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　考
平成30年

5月7日
11月12日

平成31年
2月11日

常任幹事会・定例幹事会
東北地方集会「山形大会」

常任幹事会

	
山形国際ホテル	
山形メトロポリタンホテル・山形テルサ

仙台市内

6名参加
22名参加

会長参加

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　考
平成30年

5月17日
5月18日
7月13日
9月7日

11月9～10日
11月16日

平成31年
1月25日

復興支援室行茶活動
定期総会
復興支援室行茶活動
復興支援室行茶活動
禅文化学林
復興支援室行茶活動

復興支援室行茶活動

亘理町高須賀公会堂
東京グランドホテル（宗務庁）
亘理町高須賀公会堂
亘理町高須賀公会堂
大本山總持寺
亘理町高須賀公会堂

亘理町高須賀公会堂

3名出席
11名出席
3名参加
4名参加
4名参加
1名参加

1名参加

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　考
平成30年

4月3日
4月26日

未来の僧侶を考えるワークショップ
花まつり千僧法要

常念寺（他宗）
奈良県東大寺

4名参加
9名参加

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　考
平成30年

7月20日 夏祭り 万石浦小学校 4名参加

※この他「三役会」「各委員会打合せ」「発送作務」を随時開催

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

●全国曹洞宗青年会

●全日本仏教青年会

●全国青少年連絡協議会



無聖　79号〈6〉

平成30年度 宮城県曹洞宗青年会収支決算報告

項　目 本年度予算 本年度決算 比較増減 備　　　　　考

Ⅰ会費収入 3,310,000 3,275,000 ▲ 35,000
1.正会員 1,810,000 1,880,000 70,000 10,000円×188名
2.賛助会員 750,000 725,000 ▲ 25,000 5,000円×145名
3.特別会員 750,000 670,000 ▲ 80,000 10,000円×67団体

Ⅱ助成金 250,000 250,000 0 宗務所より
Ⅲ雑収入 1,989 883,432 881,443 檀信徒集会謝礼、50周年事業残金他
Ⅳ繰越金 513,011 513,011 0 前年度より
合　　計 4,075,000 4,921,443 846,443

項　　　　目 本年度予算 本年度決算 比較増減 備　　　　　考

Ⅰ．会議費 250,000 210,000 ▲ 40,000
1.総　会　費 100,000 100,000 0 定例総会、年次総会
2.理事会費 25,000 25,000 0 会場費
3.役員会費 25,000 25,000 0 会場費
4.委員会費 100,000 60,000 ▲ 40,000 ４委員会・事務局会開催費

Ⅱ．事務費 1,250,000 880,480 ▲ 369,520
1.消耗品費 100,000 36,916 ▲ 63,084 事務用品、用紙代等
2.通　信　費 600,000 442,254 ▲ 157,746 郵送料、振込手数料、電話料
3.印　刷　費 150,000 69,470 ▲ 80,530 封筒印刷等
4.備　品　費 150,000 120,000 ▲ 30,000 事務機使用料等
5.慶　弔　費 50,000 11,840 ▲ 38,160 慶弔電報等
6.事務諸費 200,000 200,000 0 事務局・庶務・会計事務費補助

Ⅲ．事業費 1,600,000 1,470,421 ▲ 129,579
1.研修委員会 250,000 243,726 ▲ 6,274 研修会1回、移動研修会1回
2.ボランティア委
員会

250,000 247,683 ▲ 2,317 チャリティバザー

3.広報編集委員会 600,000 540,000 ▲ 60,000 『無聖』発行×2回
4.交流事業委員会 200,000 167,012 ▲ 32,988 ソフトボール大会、会員大会　
5.教　 化　 費 50,000 50,000 0 会員大会時助成
6.事 業 諸 費 250,000 222,000 ▲ 28,000 旅費補助（千僧法要、全曹青総会、地協大会参加者）
7.会員名簿作成費 0 0 0 会員名簿作成費

Ⅳ．負担金 250,000 251,000 1,000 全曹青・地協会費
Ⅴ．予備費 125,000 0 ▲ 125,000
Ⅵ．雑費 150,000 141,748 ▲ 8,252 渉外活動費、各会議茶菓等
Ⅶ．繰出金 450,000 450,000 0
ボランティア基金 50,000 50,000 0 ボランティア基金へ繰出し
特別事業準備金 0 0 0
復興支援活動金 0 0 0
50周年事業準備金 400,000 400,000 0 50周年事業準備金へ繰出し
合　　計 4,075,000 3,403,649 ▲ 671,351

自　平成30年4月1日　至 平成31年3月31日

■特別会計決算書
　● ボランティア基金	 1,028,183円
　● 特別事業準備金	 2,560,750円
　● 復興支援活動金	 724,138円
　● 50周年事業準備金	 0円

【監査報告】平成31年４月５日、21教区安養寺様において監査を行い
　　　　　　平成30年度一般会計が適正に執行され、正確であることを確認いたしました。
　　　　　　監事　二階堂　法淳　㊞　　　　　　　眞山　隆宏　㊞　　　　　　　三輪　宗俊　㊞　

雑 収 入　　4,921,443円
総 支 出　　3,403,649円
差  　引　　1,517,794円

●収入の部

●支出の部

平成30年度の決算書を上記の通り提出致します。
平成31年4月19日　会長　長谷川　俊昭　㊞



〈7〉無聖　79号

2019年度　事業計画

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　　考
2019年

4月9日
4月19日
6月6日

6月17日
6月30日
7月17日
7月下旬
9月5日

10月3日
10月上旬

１１月中旬
12月上旬
12月中旬
12月中旬

2020年
１月下旬
2月中旬
2月下旬
3月中旬
3月下旬

理事会①
定例総会　合同委員会
ソフトボール大会
理事会②
サンタピアップみやぎボランティア会定例総会
第１回研修会
「無聖」79号　会員名簿　発行
カンボジア教育支援チャリティバザー
梅花県奉詠大会
理事会③
第2回研修会
理事会④
カンボジアフェア
忘年会

カンボジアフェア
会員大会
ハガキリサイクルキャンペーン
理事会⑤
「無聖」80号発行

洞雲寺
岩沼屋〔仙台市〕
総合運動公園[富谷市]
東禅院
国分尼寺
正法寺[岩手県水沢市]

11教区
仙台サンプラザ
東禅院
未定
東禅院
セルバ
未定

藤崎
未定
未定
東禅院

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

月　日 事　　　項 場　　　所
2019年

5月9日
10月22日

常任幹事会・定例幹事会
東北地方集会「福島大会」

秋田市
福島市

月　日 事　　　項 場　　　所
2019年

4月26日
5月14日
〜15日

花まつり　千僧法要
全国曹洞宗青年会　定期総会　中央研修会

奈良県　東大寺
東京グランドホテル（宗務庁）

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

●全国曹洞宗青年会（全曹青）

※復興関連事業は被災地の事情等を考慮し適宜開催
※役員会・各委員会・事務局会は適宜開催



無聖　79号〈8〉

2019年度　宮城県曹洞宗青年会予算書
自　2019年4月1日　至 2020年3月31日

項　目 30年度予算 31年度予算 比較増減 備　　考

Ⅰ会費収入 3,310,000 3,290,000 ▲ 20,000
1.正会員 1,810,000 1,830,000 20,000 10,000円×183名
2.賛助会員 750,000 750,000 0 5,000円×150名
3.特別会員 750,000 710,000 ▲ 40,000 10,000円×71団体

Ⅱ助成金 250,000 250,000 0 宗務所より
Ⅲ雑収入 1,989 2,206 217 利息等
Ⅳ繰越金 513,011 1,517,794 1,004,783 前年度より
合　　計 4,075,000 5,060,000 985,000

項　　　　目 30年度予算 31年度予算 比較増減 備　　考

Ⅰ．会議費 250,000 200,000 ▲ 50,000
1.総　会　費 100,000 50,000 ▲ 50,000 定例総会
2.理事会費 25,000 25,000 0 会場費
3.役員会費 25,000 25,000 0 会場費
4.委員会費 100,000 100,000 0 4委員会・事務局会開催費

Ⅱ．事務費 1,250,000 1,350,000 100,000
1.消耗品費 100,000 150,000 50,000 事務用品・用紙代等
2.通　信　費 600,000 650,000 50,000 郵送料・振込手数料・電話料・HP管理費等
3.印　刷　費 150,000 150,000 0 封筒印刷・プリンタインク代補助等
4.備　品　費 150,000 150,000 0 事務機使用料　
5.慶　弔　費 50,000 50,000 0 慶弔電報等
6.事務諸費 200,000 200,000 0 事務局・庶務・会計事務費補助等

Ⅲ．事業費 1,600,000 2,100,000 500,000
1.研修委員会 250,000 250,000 0 研修会×2回 
2.ボランティア委
員会

250,000 250,000 0 チャリティバザー 

3.広報編集委員会 600,000 600,000 0 『無聖』79・80号発行
4.交流事業委員会 200,000 200,000 0 ソフトボール大会・会員大会
5.教　 化　 費 50,000 50,000 0 研修会等
6.事 業 諸 費 250,000 300,000 50,000 旅費補助（全曹青・地協・千僧法要等）
7.会員名簿作成費 0 450,000 450,000 正・賛助・特別会員名簿

Ⅳ．負担金 250,000 250,000 0 全曹青・地協会費
Ⅴ．予備費 125,000 710,000 585,000
Ⅵ．雑費 150,000 150,000 0 渉外活動費・各会議茶菓等
Ⅶ．繰出金 450,000 300,000 ▲ 150,000
ボランティア基金 50,000 0 ▲ 50,000
特別事業準備金 0 300,000 300,000
復興支援活動金 0 0 0
50周年事業準備金 400,000 ▲ 400,000
合　　計 4,075,000 5,060,000 985,000

■特別会計決算書
　● ボランティア基金	 1,028,183円
　● 特別事業準備金	 2,860,750円
　● 復興支援活動金	 724,138円

雑 収 入　　5,060,000円
総 支 出　　5,060,000円
差  　引　　　　　    0円

●収入の部

●支出の部

2019年度の一般会計並びに特別会計予算書を上記の通り提出いたします。
2019年4月19日　会長　神作　紹道　㊞



〈9〉無聖　79号

　
去
る
平
成
三
十一年
四
月
十
九
日（
金
）午
後一時
三
十
分
よ
り
、秋
湯
温
泉
岩
沼
屋
に
於
い
て

「
二
〇一九
年
度
定
例
総
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。事
務
局
よ
り
計
百
二
十
七
名（
正
会
員
六
十一

名
参
加
、委
任
状
六
十
六
通
）に
て
定
足
数
が
確
認
さ
れ
、総
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
は
第
六
教
区　
福
應
寺　
佐
藤
滋
元
師
が
選
出
さ
れ
、議
長
進
行
の
も
と
次
の
事
項
が

慎
重
に
審
議
が
な
さ
れ
、全
て
に
つ
い
て
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

【
審
議
事
項
】

　
　
①
五
十
周
年
記
念
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告

　
　
②
平
成
三
十
年
度
復
興
支
援
活
動
報
告
並
び
に
決
算
報
告

　
　
③
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

　
　
④
平
成
三
十
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告

　
　
⑤
第
二
十
六
期
役
員
選
出
に
つ
い
て

　
　
⑥
二
〇一九
年
度
事
業
計
画（
案
）

　
　
⑦
二
〇一九
年
度
予
算（
案
）

　
　
⑧
そ
の
他

　
途
中
休
憩
を
挿
み
、二
十
五
期
と
二
十
六
期
が
交
代
し
て
の
会
議
運
営
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

円
滑
な
進
行
を
頂
き
ま
し
た
。

　
舘
寺
副
会
長
の
閉
会
宣
言
を
以
っ
て
本
年
度
の
定
例
総
会
が
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、引
き
続
き
同
会
場
に
お
い
て「
合
同
委
員
会
」が
開
催
さ
れ
、神
作
会
長
よ
り

役
員・委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、各
委
員
会
に
分
か
れ
本
年
度
の
委
員
会
事

業
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
前
日
の
雨
の
影
響
を
受
け
ず
、早
朝
よ
り
交
流
事
業
委
員
会
、事
務
局
と
共
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
会
場
の
設
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
予
定
通
り
の
日
程
で
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
本
年
も
応
援
を
含
め
３
０
０
人
を
超
え
る
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
三
田
村
宗
務
所
長
老
師
に
ご
挨
拶
賜
り
、ル
ー
ル
説
明
や
準
備
体
操
を
し
て
開
会
い
た

し
ま
し
た
。ま
た
今
大
会
は
熱
中
症
等
に
備
え
て
看
護
師
さ
ん
に
常
駐
し
て
頂
き
、万
が一の
初
動
対
応

が
で
き
る
体
制
に
て
臨
み
ま
し
た
。更
に
保
険
証・保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
持
参
し
て
頂
き
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。怪
我
人
は
居
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
看
護
師
さ
ん
の
出
番
無
く
終
え
ら
れ
た
こ
と
が
な
に
よ
り

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
笑
い
声
が
各
球
場
で
聞
こ
え
楽
し
み
な
が
ら
も
、時
に
緊
迫
感
の
あ
る
試
合
展
開
と
な
り
、各
チ
ー
ム

交
流
図
り
ご
参
加
頂
け
た
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　
反
省
点
と
し
て
、審
判
団
の
方
々
と
試
合
時
間
の
周
知
が
徹
底
出
来
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
開
始
が
円
滑
に
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。次
年
度
へ
反
省
点
を
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
参
加
者
、関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
お
陰
様
で
無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。                             ［
交
流
事
業
委
員
長　
笠 

松 

秀 

俊
］

曹
洞
宗
宮
城
県
宗
務
所
・
宮
曹
青
共
催

令
和
元
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

報
告
書

選手宣誓 清月記　相澤充央氏

優勝　創寿苑チーム

準優勝　ベルコチーム

令
和
元
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

報
告
書

二
〇
一
九
年
度
（
平
成
三
十
一
年
度
・
令
和
元
年
度
）

定
例
総
会
並
び
に
合
同
委
員
会
報
告
《
事
務
局
》

二
〇
一
九
年
度
（
平
成
三
十
一
年
度
・
令
和
元
年
度
）

定
例
総
会
並
び
に
合
同
委
員
会
報
告
《
事
務
局
》

合同委員会の一場面
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村
田
町
龍
島
院
様
は
南
北
朝
時
代
（
天
授
年

間
）
開
創
さ
れ
た
伝
承
が
あ
り
、
新
潟
県
村
上

市
の
耕
雲
寺
七
世
審
岩
正
察
を
勧
請
さ
れ
耕
雲

寺
十
三
世
賢
岩
真
佐
に
よ
る
開
山
と
い
う
寺
伝

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寛
永
三
年
（
一
六
二
七
）
に
伊
達
政
宗
七
男

の
宗
高
公
の
墓
所
と
な
り
、
元
和
・
寛
永
に
起

き
た
蔵
王
山
（
刈
田
岳
）
の
噴
火
を
収
め
た
と

伝
え
ら
れ
る
領
主
が
眠
る
地
と
い
う
事
と
相

ま
っ
て
、
広
く
崇
信
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
八
月
十
七
日
の
宗
高
公
の
ご
命
日
に
は
鎮

魂
の
祈
り
を
込
め
た
花
火
大
会
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
龍
島
院
様
の
庭
園
は
「
宮
城
県
新
観
光
名
所

百
選
」
に
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

造
園
は
龍
島
院
三
十
五
世
丹
羽
智
道
先
住
様
が

京
都
詩
仙
堂
の
枯
山
水
庭
園
の
魅
力
に
触
れ
、

地
元
村
田
町
の
土
木
事
業
に
て
多
数
の
自
然
石

が
手
に
入
っ
た
こ
と
を
勝
縁
と
し
て
、
先
住
様

二
十
五
歳
の
若
さ
で
造
園
の
事
業
を
な
さ
れ
ま

し
た
。 “

池
泉
鑑
賞
式
庭
園”

と
い
う
形
式
と

の
こ
と
で
す
が
、
実
際
に
は
書
院
（
庫
裡
応
接

間
）
か
ら
の
鑑
賞
の
み
で
は
な
く
、
各
所
に
石

仏
様
が
鎮
座
す
る
庭
園
を
回
遊
す
る
こ
と
も
で

き
る
造
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
来
は
、
本
堂
・
庫
裡
の
新

築
工
事
を
期
し
て
い
る
事
も
相
ま
っ
て
、
御
詠

歌
と
和
楽
器
に
よ
る
庭
園
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

催
し
が
滞
っ
て
お
り
ま
す
が
、
以
前
と
変
わ
ら

ず
庭
園
を
見
に
多
く
の
方
々
が
拝
観
に
来
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
取
材
に
伺
っ
た
六
月
初
旬
に
は
ツ
ツ
ジ
の
花

が
咲
い
て
お
り
、
七
月
の
下
旬
頃
か
ら
は
サ
ル

ス
ベ
リ
の
赤
い
花
が
見
事
に
咲
く
と
の
こ
と
。

年
中
行
事
や
庭
園
の
お
手
入
れ
の
話
な
ど
話
題

は
尽
き
ず
、
「
庭
園
に
完
成
と
い
う
の
は
無

い
、
と
い
う
の
が
先
住
様
の
口
癖
で
し
た
」
と

語
ら
れ
る
住
職
様
の
お
人
柄
や
、

急
な
訪
問
を
快
く
受
け
て
下
さ
っ

た
寺
族
様
・
ご
家
族
の
お
も
て
な

し
か
ら
は
、
沢
山
の
人
々
に
開
か

れ
た
場
所
と
し
て
お
寺
の
存
在
が

あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

今
期
無
聖
の
連
載
で
は
曹
洞
宗
寺
院
の
庭
園
を
巡
り
、
造
園
の
き
っ
か
け

や
維
持
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
を
お
聞
か
せ
頂
き
、
そ
の
意
義
や
活
か
し
方

の
お
話
を
伺
っ
て
参
り
ま
す
。 

庭
園
巡
り

　
龍 

島 

院
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宮
曹
青
主
管
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
活
動

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

令
和
元
年
度「
定
例
総
会
」報
告

『
小
学
校
建
設
地
決
定
』ア
ン
プ・ル
ー
小
学
校

 

一 

枚
の
ハ
ガ
キ
や
切
手
が
支
え
ま
す

　
去
る
六
月
三
十
日(
日)
午
後
三
時
よ
り
国
分
尼
寺
様
（
仙
台
市

新
寺
）
を
会
場
に
、
令
和
元
年
度
「
定
例
総
会
」
と
「
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
三
十
名
ご
出
席
の
も
と
、
通
算

二
十
校
目
と
な
る
小
学
校
建
設
に
向
け
て
更
な
る
発
展
に
努
め
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
講
師
と
し
て
「
社
団
法
人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
」
よ
り
山
室
仁
子
氏
を
お
招
き
し
、
「
世
代
を
越
え

て
つ
な
が
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
」
と
題
し
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
で
建
設
さ
れ
た
小
学
校
で
学
ん
だ
生
徒

が
大
人
と
な
り
、
教
師
と
し
て
母
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
お
話

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
未
使
用
の
切

手
・
支
援
金
を
も
と
に
、
通
算
二
十
校
目
と
な
る
小
学
校
を
建
設

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
建
設
地
は
ア
ン
プ
・
ル
ー
小

学
校
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
ソ
ム
ロ
ー
ト
郡
ソ
ム

ロ
ー
ト
集
合
村
ボ
ン
・
ル
ン
村
）
と
な
り
ま
す
。

■ 

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
送
り
先

〒
九
八
四
ー
〇
〇
五
一

仙
台
市
若
林
区
新
寺
二
ー
二
ー
十
一
（
新
寺
二
一
一
ビ
ル
一
階
）

　
仙
台
新
寺
郵
便
局
留
「
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
」
宛

■ 

支
援
金
の
送
り
先

　

 

郵
便
振
替
口
座

【
名　
　
義
】
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

【
口
座
番
号
】
０
２
２
９
０
―
６
―
４
８
７
４
４

■ 

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
事
務
局

〒
九
八
四
ー
〇
〇
五
一　

仙
台
市
若
林
区
新
寺
三
ー
七
ー
一　
光
寿
院
内

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
０
ー
３
１
４
４
ー
３
０
２
０
（
専
用
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
２
ー
２
９
２
ー
１
２
７
７

　
Ｅ-m

ail

：info@
santapi.com

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.santapi.com
/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長　
阿
部　
真
龍

や
、
そ
の
小
学
校
が
今
や
地
域
の
幼
児
教
育
の
モ
デ
ル
校
と
な
っ

て
い
る
お
話
な
ど
を
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
先
人
の
方
々
の
支
援

活
動
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
で
確
か
に
息
づ
い
て
い
る
事
を
知
る
と

共
に
、
こ
れ
か
ら
の
我
々
の
支
援
活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
、
大
変
示
唆
に
富
ん
だ
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
・
切
手
収
集
、
ク
ラ
フ
ト
商
品
の
販
売
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
パ
ネ

ル
展
示
、
写
経
事
業
の
ほ
か
、
学
校
建
設
な
ど
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

現在の旧校舎

教室で授業を受ける子供達
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・
六
教
区	

自
照
院　
徒
弟	

錦
織
　
誠
道

・
六
教
区	

常
照
寺　
副
住	

石
川
　
素
宏

・
六
教
区	

喜
松
院　
副
住	

村
上
　
尚
幸

・
七
教
区	

當
寿
院　
住
職	

秋
山
　
正
明

・
八
教
区	

皆
傳
寺　
徒
弟	

天
野
　
宏
心

・
十
二
教
区	

江
林
寺　
住
職	

武
山
　
悟
峯

・
十
四
教
区	

大
龍
寺　
住
職	

千
田
　
道
明

・
十
六
教
区	

清
凉
院　
副
住	

三
浦
　
賢
道

・
二
十一教
区	

東
泉
寺　
住
職	

眞
山
　
隆
宏

・
二
教
区	
國
分
尼
寺　
徒
弟	

小
枝
　
崇
徳

・
五
教
区	

龍
泉
院　
徒
弟	

佐
藤
　
正
人

・
八
教
区	

龍
泉
院　
徒
弟	

佐
々
木
宏
優

・
九
教
区	

瑞
川
寺　
徒
弟	
木
村
　
謙
亨

・
九
教
区	

眞
源
寺　
徒
弟	

齋
藤
　
大
裕

・
十
一
教
区	

願
成
寺　
徒
弟	

大
枝
　
寛
昭

・
十
二
教
区	

龍
澤
寺　
徒
弟	

山
脇
　
真
瑞

・
十
三
教
区	

大
永
寺　
徒
弟	

武
田
　
光
禎

・
十
四
教
区	

長
照
寺　
徒
弟	

齋
藤
　
昭
典

・
十
五
教
区	

大
徳
寺　
徒
弟	

橘
　
　
智
大

・
十
九
教
区	

長
徳
寺　
徒
弟	

佐
藤
　
宗
仙

・
十
九
教
区	

長
徳
寺　
徒
弟	

佐
藤
　
大
仙

・
二
十
一
教
区	

大
満
寺　
徒
弟	

佐
藤
　
秀
胤

第
二
十
五
回
カ
ン
ボ
ジ
ア

　
教
育
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　
◎
日
時
：
令
和
元
年
九
月
五
日（
木
）　
午
後一時
よ
り
販
売 

　
◎
場
所
：
宮
城
県
東
松
島
市
大
塩
字
中
沢
二
十
六
―一

　
　
　
　
　
東
松
島
市 

大
塩
地
区
体
育
館

　
本
年
も
皆
様
の
ご
参
加
と
物
品
提
供
、並
び
に
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
お
盆
も
近
づ
き
、
皆
さ
ま
お
忙
し
く
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
も
の
と
拝
察

を
致
し
ま
す
。

　
第
二
十
六
期
の
広
報
編
集
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
、
早
速
で

す
が
名
簿
編
集
な
ど
皆
様
に
多
く
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
任
期
も
皆
様
の
ご
加
担
を
頂
き
な
が
ら
、
役
に
勤
め
て
ま
い
り

た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
広
報
編
集
委
員
長　
松
山
宏
成
）
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令
和
元
年
度
正
会
員
新
入
会
員

令
和
元
年
度
正
会
員
卒
業
の
方
々

事
務
局
だ
よ
り

編
集
後
記

事
務
局
だ
よ
り


